（５）今後の方向性とスケジュール（案）について
1 障がい者相談支援事業について
現状

· 三好町障害者福祉センターに障がい者相談支援事業（以下、「相談支援事業」という。）の事業所を置き（ひかりの丘）、町内相談支援事業所の中心的役割を果たしている。

· わらび福祉園、しおみの丘に委託していた相談支援事業の費用を平成２０年度よりも大幅にアップし、相談支援事業の充実を図った。これにより、三好町障害者自立支援協議会の中枢として、会議参加やニーズ調査にも協力していただけており、自立支援協議会としても充実した取り組みが行えている。

· 精神障がい者の相談支援事業については、平成２０年度までは中央公民館で月２回、事業所の出張事業として、当事者支援を含めた来所型の相談支援を展開してもらっていた。今年度はこれを月４回に増やし、新たな相談支援事業所（希望）の参入を図った。
課題

· 相談支援事業所の数を増やしたが、町内の障がい児・者の人数や相談件数も増加傾向にあり、十分に対応できているとは言いがたい。自立支援協議会を含めた相談支援事業の周知、ＰＲと相談支援体制の検討、相談支援担当者の質の向上などが今後の課題。

· 各相談支援事業所への委託方式が異なっており、相談支援事業業務を他業務と兼務で行っている事業所がある。相談支援担当者としては動きにくいこともある。
方向性（案）
· 相談支援事業の周知とＰＲ、相談支援体制の充実、質向上のための研修の実施など。
2 課題の整理（運営協議会、全体会の役割）について

現状
· 障がい児・者とその保護者からの相談や各部会からの報告により、三好町の障がい福祉の課題は少しずつ運営協議会に集まりつつある。
課題

· 三好町の障がい福祉の課題すべてを把握できているわけではなく、明らかになった解決すべき課題についても優先順位を付けにくいこと。（整理ができていない）
· 全体会で課題解決に向けた議論ができず、施策提言や計画への提案もできていない。

方向性（案）
· 運営協議会で三好町の障がい福祉の課題の把握方法（手段）を検討していく
· 解決すべき課題の優先順位や解決方法の協議については、運営協議会で諮っていく。

· 全体会では、運営協議会で協議した内容の決定事項について審議していく。
＊ スケジュールは別紙

